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（
平
成
二
四
年
一
月
一
日
）
掲
載 

 

瞽
女
（
ご
ぜ
）
奉
納
の
手
水
石
と
感
謝
の
石
碑 

 

蕨 

由
美 

 

昨
春
、
印
西
市
別
所
の
金
龍
山
地
蔵
寺
へ
行
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
別
所
の
獅
子
舞
」
で
有
名

な
地
蔵
寺
は
、
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
と
北
総
鉄
道
の
印
西

牧
の
原
駅
の
間
の
中
ほ
ど
、
古
い
ム
ラ
の
た
た
ず

ま
い
の
中
に
あ
り
、
仁
王
門
奥
に
木
造
地
蔵
菩
薩

立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
を
祀
る
地
蔵
堂
、
右
奥

に
は
熊
野
神
社
の
社
殿
が
並
び
建
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
に
は
、
如
意
輪
観
音
像
の
十
九
夜
塔
が
二

基
、
私
が
い
ま
調
査
中
の
子
安
像
塔
も
安
政
四
年

か
ら
五
基
あ
り
、
女
人
講
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

が
し
の
ば
れ
ま
す
。
さ
て
、
庚
申
塔
な
ど
の
石
仏

を
見
て
仁
王
門
を
出
て
と
こ
ろ
で
、
手
水
舎
の
傍

ら
の
二
基
の
新
し
い
石
碑
が
目
を
引
き
ま
し
た
。 

「
御
寶
前
」
と
大
き
く
記
さ
れ
た
手
水
石
、
そ

の
右
側
の
「
瞽
女
さ
ん
手
水
石
の
奉
納
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
旅
姿
の
瞽
女
さ
ん
の

絵
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
個

人
（
女
性
）
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。 

左
側
の
石
碑
も
同
年
の
建
立
で
「
瞽
女
奉
納
手

水
石
・
御
寶
前
」
と
題
し
て
、
手
水
石
を
奉
納
し

た
瞽
女
に
つ
い
て
の
解
説
と
、
手
水
石
に
刻
ま
れ

た
銘
文
が
、
わ
か
り
や
す
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
覆
い
屋
の
中
の
古
い
手
水
石
は
、
給
排

水
も
整
備
さ
れ
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

印
西
市
別
所
地
蔵
寺
の
手
水
石
の
銘
文 

（
正
面
） 

御
寶
前 

 

（
右
面
） 

草
深
村 

香
取
平
左
エ
門 

 
 

 
 

 

発
作
村 

越
川 

五
平
治 

 
 

 
 

 

木
下
宿 

吉
岡
七
良
左
エ
門 

 
 

 
 

 

常
州
鹿
島 

瞽
女 

ヒ
テ 

 
 
 
 
 

布
鎌
押
付 

瞽
女 

キ
ヰ 

（
左
面
） 

布
鎌
惣
村
々 

世
話
人 

與
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

同 
 

 

弥
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

同 
 

 

六
兵
衛 

 
 

 
 

 

龍
腹
寺
村 

 
 

 
 

 

宝
田
村 

（
裏
面
） 

願
以
此
功
徳 

普
及
於
一
切 

 

 
 

 
 

 

我
等
與
衆
生 

皆
共
成
佛
道 

 
 

 
 

 
享
和
三
癸
亥
歳 

仲
秋
吉
日 

 

 
 

 
 

 
当
村
願
主 

瞽
女
キ
ヨ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

若
者
中 

 

 

新
し
い
石
碑
の
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
手
水

石
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
、
別
所
村
の
瞽
女

キ
ヨ
と
若
者
中
が
願
主
と
な
り
、
近
隣
村
々
の
有

力
者
の
賛
同
を
得
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
。 

瞽
女
と
は
、
三
味
線
を
弾
き
、
歌
を
う
た
っ
て

渡
世
す
る
盲
女
の
こ
と
で
、
一
組
三
人
く
ら
い
で

祝
儀
歌
、
門
付
歌
な
ど
を
う
た
っ
て
歩
き
、
夜
は

宿
で
「
よ
せ
」
を
行
い
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
と
い

い
ま
す
。
右
側
面
の
三
人
の
名
は
、
瞽
女
に
手
を

差
し
伸
べ
た
村
名
主
や
河
岸
問
屋
で
、
自
分
の
家

を
瞽
女
宿
と
し
て
提
供
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
農
山
村
の
村
人
に
瞽
女
は

歓
迎
さ
れ
た
よ
う
で
、「
こ
の
手
水
石
は
当
時
の
農

民
娯
楽
の
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
貴
重

な
史
料
」
と
石
碑
は
語
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
手
水
石
に
つ
い
て
は
、
榎
本
正
三
氏
の『
女

た
ち
と
利
根
川
水
運
』（
一
九
九
二
年
刊
）
に
詳
し
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く
載
っ
て
い
て
、
キ
ヨ
は
寛
政
七
年
の
別
所
村
の

高
反
別
明
細
帳
に
あ
る
「
瞽
女
壱
人
」
で
あ
り
、

賛
同
者
の
瞽
女
の
常
州
鹿
島
の
ヒ
テ
と
布
鎌
押
付

の
キ
ヰ
も
実
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
別
所

の
キ
ヨ
を
頂
点
と
し
て
瞽
女
仲
間
を
形
成
し
て
い

た
と
、
榎
本
氏
は
推
測
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
世
話
人
筆
頭
の
布
鎌
村
與
兵
衛
は
栄
町

長
門
屋
大
久
保
家
の
先
祖
で
、
そ
の
証
言
か
ら
当

家
は
瞽
女
宿
で
、
当
村
出
身
の
キ
ヰ
と
の
関
連
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

  

江
戸
川
区
内
名
主
屋
敷
を
訪
れ
た
瞽
女 

私
は
近
年
、
江
戸
川
区
の
一
之
江
名
主
屋
敷
を

会
場
に
行
わ
れ
る
秋
の
夜
の
瞽
女
唄
ラ
イ
ブ
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
も
文
化
財
と
し
て
残
さ
れ

た
東
葛
西
領
一
之
江
新
田
の
名
主
屋
敷
に
は
、
膨

大
な
古
文
書
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
、
こ
の

屋
敷
が
瞽
女
の
宿
と
な
っ
た
こ
と
や
そ
の
経
費
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
屋
敷
を
舞
台
に
瞽
女
唄
を
演
じ
る
の
は
若

く
美
し
い
月
岡
祐
紀
子
さ
ん
で
、
最
後
に
残
っ
た

越
州
高
田
の
瞽
女
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
を
縁
に
、

瞽
女
唄
の
伝
承
・
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い
る
邦
楽

家
で
す
。
三
年
前
初
め
て
そ
の
唄
声
と
三
味
の
音

に
接
し
、
特
に
祭
文
松
阪
と
い
う
長
い
物
語
の
演

目
に
は
、
中
世
的
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く

力
強
い
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
瞽
女
に
つ
い
て
の

月
岡
さ
ん
の
わ
か
り
や
す
い
語
り
も
好
評
で
、
か

つ
て
の
旅
す
る
瞽
女
の
姿
や
門
付
け
の
様
子
、
そ

し
て
ま
さ
に
村
人
を
前
に
し
た
「
夜
の
座
」
の
臨

場
感
を
味
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

江
戸
川
区
を
訪
れ
た
瞽
女
に
つ
い
て
の
報
告
は
、

内
田
定
夫
氏
の
『
瞽
女
の
記
録
』
（
一
九
八
三
年
）

が
あ
り
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
に
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

グ
ロ
ー
マ
ー
氏
に
よ
る
全
国
の
瞽
女
唄
の
史
料
を

集
大
成
し
た
『
瞽
女
と
瞽
女
唄
の
研
究
』
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
江
戸
川
区
や
下
総
の

史
料
も
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
史
料
も
、

来
訪
し
た
瞽
女
の
人
数
と
そ
の
経
費
を
記
す
だ
け

で
、
江
戸
川
区
の
名
主
屋
敷
を
定
期
的
に
宿
に
し

た
瞽
女
の
名
や
出
身
地
は
不
明
で
す
。 

 

「
葛
西
新
川
」
に
住
む
瞽
女
の
存
在 

私
は
、
か
つ
て
み
た
映
像
や
絵
の
せ
い
か
、
瞽

女
さ
ん
た
ち
は
遠
く
雪
国
の
町
で
、
親
方
と
疑
似

の
親
子
と
な
っ
て
集
団
で
生
活
し
、
列
に
な
っ
て

峠
を
越
え
て
来
訪
す
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
印
西
市
別
所
の
手
水
石
の
銘
は
、

関
東
の
村
や
町
に
は
単
独
ま
た
は
少
人
数
の
瞽
女

が
い
て
、
自
村
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の
瞽
女
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
徒
歩
よ
り
も
内
海
や
河
川

の
舟
運
を
利
用
し
て
の
巡
業
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
、
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
視
点
で
、
も

う
一
度
グ
ロ
ー
マ
ー
氏
の
史
料
集
に
あ
た
っ
て
み

る
と
、『
船
橋
市
史
』
史
料
編
所
収
の
藤
原
新
田
の

「
御
用
留
」の
弘
化
四
年
に
「
十
月
廿
四
日 

一
、

瞽
女
弐
人
泊
り 

葛
西
新
川
組
」
と
、
ま
た
嘉
永

七
年
に
も
「
四
月
九
日
夜 

一
、
こ
ぜ
三
人 

泊

り 

葛
西
組
之
由
」
と
あ
り
ま
し
た
。「
葛
西
新
川

組
」
の
「
新
川
」
と
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
現

江
戸
川
区
内
を
流
れ
る
船
堀
川
の
流
路
を
直
線
化

し
た
運
河
で
「
行
徳
船
」
が
就
航
、
農
産
物
の
ほ

か
、
成
田
参
詣
の
客
な
ど
も
運
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
そ
の
川
岸
に
は
酒
を
売
る
店
や
料
理
屋
が

並
び
賑
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
瞽
女
が

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
う
遠
く
な
い
一

之
江
新
田
の
名
主
屋
敷
で
座
を
開
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

上
州
と
武
州
で
は
遠
く
雪
国
か
ら
山
越
え
で
来

訪
す
る
瞽
女
が
多
か
っ
た
ら
し
い
で
す
が
、
一
方

江
戸
湾
岸
や
利
根
川
沿
い
の
村
々
で
は
、
船
で
行

き
か
う
近
隣
の
瞽
女
や
地
元
の
瞽
女
の
活
動
も

多
々
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
印
西
市
別
所
の
手
水
石

や
、
船
橋
市
藤
原
新
田
の
史
料
か
ら
、
村
や
河
岸

の
に
ぎ
わ
い
の
中
に
住
み
、
地
域
の
中
で
そ
の
芸

を
披
露
す
る
瞽
女
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。 

新
し
い
「
瞽
女
奉
納
手
水
石
・
御
寶
前
」
石
碑

に
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
こ
の
石
造
物
を
大
事
す

る
温
か
い
心
、
そ
し
て
「
瞽
女
さ
ん
手
水
石
の
奉

納
あ
り
が
と
う
」
の
石
碑
に
は
、
瞽
女
さ
ん
に
注

が
れ
る
優
し
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
碑
を
建
立
さ
れ
た
別
所
の
皆
様
に
も
、
心

か
ら
「
感
謝
！
」
で
す
。 


